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論 文 内 容 の ・要 旨
入間による現実の感性的認識の積極的な形式である観察は、入間生活と活動のあらゆる分野に
澄いて不可欠 なものであり、 とくに、教授一学習活動に澄いて、子どもの観察能力の発達は、知
識習得の効率に多大な影響を冷 よぼすであろうと考えられるσ しだがって、観察能力の構造の解
明は、単習理論の科学的創造に役立 ち、学習心理学のあり方に一つの方法論を提起するものであ
ろうと思われる。こうした観点から、以下の実験を試みた。
第1実験系列(観 察能力を規定する諸要因に関する実験}
結果の要約:次 の諸要因が見出された。すなわち、1}対 象を観察するぱあい、繊細な叙述を
提供できること。2}対 象のあまり目立たない性質、部分、作用、状態などを指摘できること。
3}観察した対象の直接的知覚にもとつい允根拠づけを明確に指摘できることσ4}対 象を比較
し、類似点澄よび相違点を明確に指摘できること。5⊃計颪的、体系的な観察行動が とれること。
第2実験系列(観察手段の変動に よる対象物の性質の認識に関する実験}
結果の要約:対象物の諸性質について、最も多くの叙述を与えた観察手段は、視知覚と触知覚
とによる複合的な観察、っいで、.視知覚のみによる.単独観察、第5位は触知覚のみによる通独観
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察であったbしたが って、対象物の性質の認識で最 も完全な観察手段は、目と手との併用による
観察であろ う。
第3実験系列(観察能力の類型化 とその構えについての実験'}
結果の要約:1}客 観的な観察過程を規準 として、主観的観察群 ・客観的観察群 ・中間群の三
つに類型化された。2⊃主観的観察群の観察過程は、一般に、刺激語を意味づけて変容させる傾
向に特徴 をもつ。
とぐに、無意床語のばあいに顕著である。また、図形の観察でも、顕著な変形が認め られた。
5⊃客観的観察群の観察過程は、見えた部分の文字のみを発言 し、推測 して文字全体を発言する
ことはみられなかった。また、図形観察でも、事実 を歪曲 して描画することはほとんどみられな
かった。、4⊃中間群の観察過程は・主観的な要素の強くあらわれた刺激語の叙述や図形描画を行
なったり、また、客観的な要素を伴なった発言や描画 もあり、傾向として一定 しないことに特徴
がみられた。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
学習心理学の研究は、現代 アメリカ心理学に澄ける行動研究につ らなる雇大な領域ではあるけ
れ ども、佐 々木保行の研究は、 こうした流れとは別な角度から、つまり入間の学習、 しか し、学
校に於ける教育課程の履習 を目標にした方向～ 授業研究を目ざした ものである。彼は大学院在 「
学申の過半 を、こうした点に向 っての諸種の理論的研究に従事 していた。本学位論文の第1部を
構成する三つρ章 は・ アメリカの行動研究から導 き出される学習研究 よりも・教育心理学にふさ
わしい方途として、 メンチンスカヤ、クルチェッキー、ザンコフ、松本等の流れにそった授業研
究への道を選ぶに至った事由を、かなり明確な姿で記述 したものである。別項の学位論丈の内容
要旨は、こうした視点に立っての実験的研究として、まず観察能力の構造分析を行なった概要を
記 したものであったo
さて、すべての実験が観察から始まり、科学上の諸知識 もまた観察によることが多いように、
観察能力の構造分析は、授業研究という新しい研究分野にとって、極めて:重要であることは論を
またないところであろう。佐々木は、まず観察能力を規定す る諸要因を実験的に確かめるととも
に、 この結果を、さらに観察手段の変動性いかんとい う操作を通 して一般化 した上で、観察能力
の類型化にまで発展させて、本学位論文をひとまず閉 じたのであるが、別項の学位論文の内容要
旨にも記されているように、一見、平凡 な心理過程 として見過 ごされていた観察能力を、 このよ
うな精細な姿にまで分析総合 した佐々木の創意性は、多とするに値す るであろう。これには、実
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験校 である東北大単教育学部附属!∫母 狡の全面的な協力も忘るぺからざる背景をな してい るかと
思 う。
もちろん、佐々木によって指摘された観察能力の構造要因は、児童に詮けるそれであって、科
学者一般には必ずしも及んではいない し、それ と学習能力との関係 も未検討であるし、い うとこ
ろの観察能力の類型も、 もっと普遍化の手続きを必要とするであろう。けれども、こうした日常
平凡な事実に、科学的検証のクサビを打ちこみ、知識技能習得の道に、つまり今后の授業研究に
より大 きくつらなる視点を提供 したことは特筆に値するところと思 う。
よって、教育学博士の学位を授与 されるに適当なものと認定する。
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